
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

食生活をつくる
【知識及び技能】
食品に含まれる栄養素を学ぶ。日本
の食文化形成を知り，郷土料理につ
いて知る。旬の食材や食品表示を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージごとのバランスの良
い食事について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
自分と家族の食生活の計画と管理が
できるようになる。

・指導事項
栄養素の種類と働きやそれぞれの
栄養素が多く含まれる食品につい
て考える。
郷土料理について調べる。
旬の食材を考え，旬の時期がなぜ
よいか学ぶ。
ライフステージごとの食生活の特
徴を学ぶ。
食事摂取基準，食品群別摂取量等
を用い，家族の献立作成を行う。

【知識・技能】
食品に含まれる栄養素を理解しているか。日
本の食文化形成を知り，郷土料理について知
識が身に付いたか。旬の食材や食品表示を理
解できたか。
【思考・判断・表現】
ライフステージごとのバランスの良い食事に
ついて考えることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分と家族の食生活の計画と管理ができるよ
うに工夫して計画できたか。

・指導事項
被服製作（ｴﾌﾟﾛﾝ）について布地の
裁断を行う。
基礎縫いをしながらミシンの練習
をする。エプロン本体を縫う(直線
縫い・曲線縫い）
ポケットを作り、取り付ける。
巾着袋を作る。
レポートにまとめる。

家庭

調理実習
【知識及び技能】
食品の調理上の特性を知り，適切な
調理技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生について学び、食品選択に
おける判断力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
環境に配慮した食生活について考
え、協力して調理実習に取り組む態
度を身に付けている。

・指導事項
衛生と安全に配慮して，調理する
ことができるようになる。
食品衛生（食品の選択，食中毒，
食品添加物）について学ぶ。
環境に配慮した食生活（食品ロス
等）について考える。
日本の食料自給率の現状と課題に
ついて考える。
調理を通して，基礎的な技術を身
につけ，食事マナーを実践する。

【知識・技能】
食品の調理上の特性を知り，適切な調理技術
が身に付いたか。食中毒の予防法や，食品添
加物の特徴をとらえることで，安全な食品に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
食品衛生について学び、食品選択における判
断力を養うことができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境に配慮した食生活について考え、協力し
て調理実習に取り組んでいるか。

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 10〇

1

6

○ ○ ○ 8

〇

○ ○

○ ○

〇 〇 〇 8

配当
時数

１
学
期

衣生活をつくる
【知識及び技能】
快適な衣服の特徴や機能について考
え、衣服素材の性能と改善について
学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
用途に応じた素材の選択ができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の衣生活をとりまく状況につい
て関心を持ち、衣生活の改善・向上
に積極的に取り組む。

・指導事項
人と衣服のかかわりについて考え
る。
衣服の素材の種類と特徴を知る。
衣服の選択から管理まで考え、持
続可能な衣生活をつくる。
衣服の構造・デザイン・色彩につ
いて学び、着こなしを工夫する。

【知識・技能】
快適な衣服の特徴や機能について考え、衣服
素材の性能と改善について理解できたか。
【思考・判断・表現】
衣服素材の種類,繊維の種類と特徴,衣服素材
の性能について理解し,用途に応じた素材の選
択ができるたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の衣生活をとりまく状況について関心を
持ち、衣生活の改善・向上に積極的に取り組
もうとしているか。

○ ○ ○ 8

被服製作実習
【知識及び技能】
エプロンのパーツを理解し、正しく
裁断する。ミシンの扱い方を理解
し、正しい操作ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
アイロンを適切に使いながら、作業
する。ボタン・スナップのつけ方を
理解し、適切に取り付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に作業、後片付けをすすめる
ことが出来る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

消費行動を考える
【知識及び技能】
契約,多様な販売方法や支払い方法,
問題商法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
消費行動において,意思決定のプロ
セスの重要性を理解し、判断でき
る。家庭の収入や支出,予算生活の
必要性について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
消費者の権利と責任について理解
し,消費において自主的に行動す
る。

○

【知識・技能】
エプロンのパーツを理解し、正しく裁断でき
たか。ミシンの扱い方を理解し、正しい操作
が出来たか。
【思考・判断・表現】
アイロンを適切に使いながら、作業が出来た
か。ボタン・スナップのつけ方を理解し、適
切に取り付けが出来たか。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に作業を進めることが出来たか。後片
付けがきちんと出来たか。

・指導事項
消費行動と意思決定について考え
る。
消費生活の現状と課題、消費者の
権利と責任について学ぶ。
生活における経済と社会のかかわ
りについて学ぶ。
収入と支出について、適切な家計
管理について考える。

【知識・技能】
契約,多様な販売方法や支払い方法,問題商法
について理解したか。
【思考・判断・表現】
消費行動において,意思決定のプロセスの重要
性を理解し、判断できたか。家庭の収入や支
出,予算生活の必要性について理解できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
消費者の権利と責任について理解し,消費にお
いて自主的に行動する態度が身に付いたか。

定期考査 学習内容の理解が出来ているか。

人間の生涯にわたる生活の営みを総合的にとらえ，家族・家庭，衣食住，消費や環境など，生活を主体的に
営むために必要な理解を図るとともに，それらにかかわる技能を身につけるようにする。

（５組：國井・池田） （６組：國井・池田）

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向
けて，課題の解決に主体的に取り組み，振り
返って改善して，地域社会に参画しようとする
とともに，自分や家庭，地域の生活を創造し，
実践しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭基礎

（１組：國井・福嶋） （２組：國井・池田） （３組：國井・福嶋） （４組：國井・池田）

家庭 家庭基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人間の生涯発達と生活の営みを総合的にとら
え，家庭と社会との関わりについて理解を深
め，生活を主体的に営むために必要な家庭，衣
食住，消費や環境等を理解し，それらにかかわ
る技能を身につけている。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身につけている。

家庭基礎（実教出版）

家庭

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだし課題を設定し，解決策を構想・実践，考察するな
ど，生涯を見通し生活の課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的に創造しよ
うとする実践的な態度を養う。

家庭基礎



子どもとかかわる
【知識及び技能】
子どもの誕生,子どもの心身の発達
と特徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの生活やとりまく環境、現
在の子育ての環境や地域社会の支
援策や課題について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
子育てにかかわる社会的課題につ
いて知り，必要なサポートについ
て意欲的に考えている。

〇 〇 〇 6

高齢者とかかわる
【知識及び技能】
高齢者の心身の特徴や生活を客観
的に理解する。介護をめぐる課題
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
生活行動の不安に気づき，改善を
する。要介護の高齢者に対して必
要な心がけを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者，高齢社会への理解を世界
の動向からも深める。
定期考査

・指導事項
子どもの発達について考え、子ど
もの成長のようすを学ぶ。
子どものころを振り返ることで，
基本的生活習慣や社会的生活習慣
の身につき方を学ぶ。
子どもの食生活・衣生活，安全管
理について学び，子どもとかかわ
れるようにする。
現代の親子にかかわる課題と，解
決の方向性を探る。

・指導事項
高齢社会の現状を知り，身近な問
題としてとらえる。
高齢者の生活場面を体験する。
高齢期の生活を健康に過ごすため
の心がけについて考える。
高齢者施設での利用者の過ごし
方，どんな人が働いているかにつ
いてまとめる。
介護をめぐる課題の解決にはどの
ようなことが必要か考える。

【知識・技能】
子どもの心身の発達や子どもの生活について
の知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
子どもの心身の発達、現在の子どもを取り巻
く状況や子育ての環境について、課題を見つ
け、解決への考えをまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもをとりまく状況について、現状を知
り、その課題を見つけ、解決に向けて考えよ
うとしている。

【知識・技能】
高齢者の心身の特徴や高齢期を支える社会的
な制度・しくみについて理解している。
【思考・判断・表現】
高齢社会の現状や高齢者の生活を知ることに
より、高齢者の自立した生活とは何か、自分
の考えをまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
高齢社会の現状、高齢者の心身の特徴や生活
について積極的に知り、高齢者とかかわろう
としている。

学習内容の理解が出来ているか。

【知識・技能】
住まいの機能と，人の生活とのかかわりを理
解する。
【思考・判断・表現】
ライフステージと住空間の設計の関係、住環
境について考えを深めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
住まいの機能、住空間の計画や住環境につい
て関心を持ち、快適な住まいづくり、よりよ
い住生活の創造に向けて意欲的に取り組もう
とする。

自分らしい生き方と家族
【知識及び技能】
男女共同参画社会の実現をめざす歩
みと社会的背景を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
労働の種類，またその意義について
多面的に検討できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
家族、家庭生活に関する法律につい
て関心を持ち、家庭生活と法律とに
ついて、意欲的に取り組む。

・指導事項
青年期の特徴について学ぶ。
これからの自分自身と社会のあり
方を展望する。
働く意義とどのような仕事につき
たいと思うかを考える。
職業労働と家事労働の違いをまと
める。
家族が抱える問題を踏まえ，家族
を支えるしくみについて考える。
家族に関する法律の資料を見なが
ら，考えをまとめて話し合う。

【知識・技能】
青年期の課題である自立や男女の平等と相互
の協力などについて理解できる。
【思考・判断・表現】
労働の意義や労働環境などについて理解でき
る。自分の近い将来についてのキャリアや生
活についての設計を考え、具体的に描いてい
くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
家族、家庭生活に関する法律について関心を
持ち、家庭生活と法律との関係について、理
解をしようとしている。

３
学
期

住生活をつくる
【知識及び技能】
住まいの機能と，人の生活とのか
かわりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ライフステージと住空間の設計の
関係、住環境について考えを深め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
快適な住まいづくり、よりよい住
生活の創造に向けて意欲的に取り
組む。

・指導事項
生活と住まいの機能とのかかわり
について考える。
ライフステージによる住まいの変
化や快適な住まい方を考え，平面
計画を立てる。
災害情報の入手方法，安全への備
えとして必要なことを考える。
誰もが安全に住むための工夫を考
える。

〇 〇 4〇

〇 〇 〇 6

定期考査

合計

63

学習内容の理解が出来ているか。 〇 〇 1

〇 〇 1

〇 〇 〇 4



【スタンダード計画報告様式２】

教科：（家庭）科目：（ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ） 　単位数（2）　　　対象：（第3学年　自由選択）　　

教科担当者：（國井　㊞ ）

指導内容 科目の具体的な指導目標 配当時数

オリエンテーション
調理の基本

授業の進め方について
調理とおいしさについて学ぶ

2

調理の基本
食品衛生

調理操作について知る
安全・衛生に配慮した調理について考える

2

食品の選択と表示 食品を選択する力を身に付ける
食品表示について知る
調理実習説明 2

実習１「肉野菜炒め・
二色ゼリー」

炒め物について学ぶ。中華鍋の扱いについて。
正しく切る、調味料を正しく計量する。
ゼラチンの扱い方を理解する。 2

食品の衛生と安全 食中毒
食品添加物
加工食品の表示 2

実習２「ピザ・コンソメ
ジュリエンヌ」

強力粉を用いた生地作りをする。
ピザソースの作り方を理解する。

2

栄養素の働きと食事
計画

五大栄養素について

2

実習３「魚の照り焼き・
青菜の胡麻和え・けん
ちん汁・白飯」

魚の扱い方と煮つけ方
青菜のゆで方
だし汁の取り方
米の炊き方

2

栄養素の働きと食事
計画

日本人の食事摂取基準
食事計画

2

期末考査
１学期のまとめ

2

・食事摂取基準の意味を理解し、自分の年
齢、性別、身体活動レベルから、必要量を算
出できたか。

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

・食中毒とその対処法について、理解を深め
ることが出来たか。
・身近な加工食品に含まれる食品添加物の種
類、用途などを理解することができたか。

使用教科書：(フードデザイン（実教出版）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材　 ：( 生活ハンドブック　資料＆成分表（第一学習社））

評価の観点・方法

・調理とおいしさについて理解できている。

東京都立紅葉川高等学校　　令和５年度　教科（家庭）　科目（ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ）　年間授業計画

・調理操作について理解している。
・安全・衛生に配慮した調理について理解して
いる。

４
月

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

栄養素の働きについて理解できたか。

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

１学期の学習内容が理解できているか。

６
月

５
月

・食品表示について理解し、食品選択を身に
付けることができたか。
・調理班の編成、実習内容の理解、役割分担
が出来たか。



【スタンダード計画報告様式２】

指導内容 科目の具体的な指導目標 配当時数評価の観点・方法

栄養素の働きと食事
計画

栄養価計算①

2

調理実習５「太巻き寿
司、茶碗蒸し」

すし飯の炊き方、合わせ酢の作り方を理解する。
蒸し器を使った料理の仕方を理解する。

2

食文化 日本の食文化、食材の旬、行事食

2

調理実習６「郷土料
理」

郷土料理について実習を通して理解を深める

2

栄養素の働きと食事
計画

ライフステージと栄養計画

2

調理実習７「麻婆豆
腐・木樨湯・奶豆腐」

食材に調味料を絡めるためのでんぷんの働きについて理解する。
中華風スープを作る。

2

献立作成 １食分の献立作成。
栄養計算アプリを使用した栄養計算

2

調理実習８「グラタン・
チキンソテー・カスター
ドプリン」

ホワイトソースの作り方
オーブンを使用した料理

2

・作業手順を考え、衛生的かつ効率的に作業
ができたか。
・味、盛り付け、作業時間は適切か。

・栄養バランスを考えた献立作成ができたか。
・栄養計算アプリを使用した栄養計算を行い、
食事のバランスを考えることができたか。

・乳児期から高齢期まで、ライフステージに応
じた栄養計画が理解できたか。

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

１
０
月

・日本と世界の食文化について考え、日本の
郷土料理、世界の民族料理、日本の行事食に
ついて、理解を深めることができたか。

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

９
月

・栄養計算ソフトの使い方を理解し、献立の栄
養バランスを考えることが出来たか。

１
１
月

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

７
月



【スタンダード計画報告様式２】

指導内容 科目の具体的な指導目標 配当時数評価の観点・方法

実技テスト 献立作成で取り上げた料理の中から、各自で１～２品を時間内に調理する。

2

調理実習９「クリスマ
スケーキ」

オーブンを用いた菓子作りを実践する。

2

調理実習１０「饗応食」 おもてなし料理について
テーブルコーディネートについて

2

２
月

１
月

・作業手順を考え、衛生的かつ効率的に作業
ができたか。
・味、盛り付け、作業時間は適切か。

・材料の計量を正確に行い、オーブンを用いた
菓子作りができたか。
・ケーキのデコレーションの仕方を理解できた
か。

・手順を理解し、協力して作業出来たか。
・身支度を整え、衛生的な実習が出来たか。

１
２
月



【スタンダード計画報告様式２】

指導内容 科目の具体的な指導目標 配当時数評価の観点・方法

３
月



【スタンダード計画報告様式２】

教科：（家庭）科目：（ファッション造形基礎） 　単位数（２）　　　対象：（第３学年　自由選択）　　

教科担当者：（國井　㊞ ）

指導内容 科目の具体的な指導目標 配当時数

オリエンテーション 被服製作の進め方について
基礎縫いの復習

2

小物製作製作
（ワンピース、スカー
ト、パンツなど）

基礎縫いを活用した小物の制作

4

日常着の製作①
（甚平の制作）

布地の裁断、印付けアイロンかけ。

2

ミシン縫いを中心とした製作

6

６
月

日常着の製作
（甚平の制作）

ミシン縫いを中心とした製作

6

７
月

製作発表 自分の作品の仕上げ、レポート
作品発表

2

日常着の製作②
（ワンピース、スカー
ト、パンツなど）

作品制作について検討する。
布地に印付けをする。
布地の裁断をする。 2

ミシン縫いを中心とした製作

4

１
０
月

日常着の製作②
（ワンピース、スカー
ト、パンツなど）

ミシン縫いを中心とした製作

8

１
１
月

日常着の製作②
（ワンピース、スカー
ト、パンツなど）

ミシン縫いを中心とした製作

6

日常着の製作②
（ワンピース、スカー
ト、パンツなど）

ミシン縫いを中心とした製作

2

製作発表 自分の作品の仕上げ、レポート
作品発表

2

１
月

大学入学共通テスト事後指導のため授業なし

２
月

３
月

段階的に製作を進めることが出来たか。
ミシンやアイロンなど、用具の安全な使用が出
来ているか。
後片づけを適切に出来たか。

１
２
月

・ミシンを正しく扱い、小物の制作が出来た
か。

４
月

・段階的に製作を進めることが出来たか。
・ミシンやアイロンなど、用具の安全な使用が
出来ているか。
・後片づけを適切に出来たか。

・自分の作品を試着し、発表出来たか。
・作品の自己評価が出来たか。
・他の人の作品を鑑賞し、コメントをすることが
出来たか。

５
月

・必要なパーツの裁断が出来たか。
・印をもとにアイロンがけが正しく出来ている。

・段階的に製作を進めることが出来たか。
・ミシンやアイロンなど、用具の安全な使用が
出来ているか。
・後片づけを適切に出来たか。

・段階的に製作を進めることが出来たか。
・ミシンやアイロンなど、用具の安全な使用が
出来ているか。
・後片づけを適切に出来たか。

・段階的に製作を進めることが出来たか。
・ミシンやアイロンなど、用具の安全な使用が
出来ているか。
・後片づけを適切に出来たか。

９
月

・制作するものの決定、用意するものを確認で
きたか。
・チャコペン等で印つけが出来たか。
・必要なパーツの裁断が出来たか。

使用教科書：(ファッション造形基礎（実教出版）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材　 ：(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

評価の観点・方法

・基礎縫いはできたか。
・ボビン作り、待ち針の打ち方を理解し作れた
か。

東京都立紅葉川高等学校　　令和５年度　教科（家庭）　科目（ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎）　年間授業計画

・段階的に製作を進めることが出来たか。
・ミシンやアイロンなど、用具の安全な使用が
出来ているか。
・片づけを適切に出来たか。

・自分の作品を試着し、発表出来たか。
・作品の自己評価が出来たか。
・他の人の作品を鑑賞し、コメントをすることが
出来たか。


